
当 初 予 算

５ 
6億 3,685万円

組合債の返済や利子の支払い

６ 
75 万円

基金運用収入の基金への積立

歳 出 内 訳

市町分担金
37億8,911万円

67億1,726万円

組合債
10億4,240万円

その他収入
18億8,574万円 歳入

歳 入 内 訳

令 和 ７ 年 度

万円67億1,726
（市町分担金：37億8,911万円）

【予算総額】

※１万円未満は四捨五入している。

３ 職員や議員の給料や手当など

8億 4,718万円 12.6％

１ 

22億 2,054万円

ごみ処理施設運営や人材育成、
広報業務など行政運営

33.0％

４ 

2,430万円

負担金や保険料など各種団体
へ行政上の目的により交付す
る経費

0.4％

9.5％

0.0％

７ 

500万円

予見できない予算不足を補
うための経費

0.1％

２ 

29億 8,264万円

クリーン 21 長谷山長寿命化
含む各工場の改修整備工事等

44.4％

67億1,726万円
歳出

１物件費１物件費

２普通建設事業費２普通建設事業費

３人件費 ３人件費 

４補助費等 

５公債費

６積立金６積立金

７予備費７予備費

令 和 ７ 年 度 の 主 な 事 業

ご み 減 量 の 取 組

令和６年度に取りまとめた「循環型社
会推進会議」の提言を踏まえ、ごみ減
量化施策の検討を進めます。
そして、広報紙・HP・SNS 等を通じ
て管内住民の皆さまのさらなる環境意
識の向上につながるような情報を積極
的に発信していきます。

さらなる環境啓発の推進

循環型社会の構築に向け、環境学習施
設「環境ふれあいひろば」を拠点に、
さらに充
実した環
境啓発を
推進しま
す。

令和７年度は、引き続き「安心安全な工場運営」、「住民感覚に沿った行財政改革」
及び「循環型社会の構築に向けた事業の推進」という三つの基本方針のもと、ク
リーン２１長谷山長寿命化事業などの大型事業に継続して取り組むとともに、組
合市町と連携・協同して、プラスチック一括回収に向けての取組や、循環型社会
推進会議の提言を踏まえたごみ減量施策の検討を進めます。

クリーン 21 長谷山長寿命化事業

本施設の長期的な稼働に向けて基幹的設備を整
備・更新し、最大限の長寿命化を図る事業です。
これまでの設備更新
を継続するとともに、
新たに給水設備、電
気設備の更新等を計
画しています。

※その他収入：使用料及び手数料、国庫支出金、財産収入、繰入金、諸収入
※１万円未満は四捨五入しているため、合計と一致しない。

クリーン 21 長谷山


